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Ⅳ 実査の手順 

 

１ スケジュール 

対 象 者 抽 出    平成 26年 12月１日（月）～平成 27年１月９日（金） 

依頼はがき投函日    平成 27年１月 28日（水） 

調 査 票 投 函 日    平成 27年２月４日（水） 

実 査 日    平成 27年２月４日（水）～平成 27年３月９日（月） 

調査票に記載した提出期限  ２月 20日（金） 

督促調査票に記載した提出期限 ３月９日（月） 

調査票の最終締め切り  ３月 16日（月） 

督促はがき発送日    平成 27年２月 18日（水） 

督促調査票発送日    平成 27年２月 26日（木） 

 

 

２ 実査の詳細・取組み 

（１）対象者の抽出 

全国 350地点で 3,000標本を住民基本台帳から抽出した。 

面接調査の系統抽出において、郵送調査に充てるため、地点ごとに標本を追加的に抽出した

（面接調査と同一または近隣地点となる）。 

標本の抽出は、面接調査分と同時に行った。 

 

（２）依頼はがきの発送 

対象者に対しては、事前に依頼はがき（面接調査に準じて、圧着はがき形式）を郵送した。 

内閣府の調査であることを強調するなど、面接調査で使用する依頼はがきの内容を修正した。 
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■依頼はがき（圧着はがき外側） 

 

■依頼はがき（圧着はがき内側） 
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（３）調査票の発送 

調査票は送信用封筒（角２・クラフト／料金別納郵便）にて郵送配布した。 

封入書類は以下の通り。 

① 調査票Ａまたは調査票Ｂ 

② 返信用封筒 

（角２・クラフト／料金後納郵便） 

※ 内閣府宛または調査会社宛の返信用封筒

を同封 

③ 記入用ボールペン１本 

※ 送信用封筒及び返信用封筒は、調査票を

折り曲げずに封入できるものとした。 

※ 送信用封筒に、「宛名の本人が違う場所に居住している場合、調査票を再送するので

送付先住所を申告してほしい」旨の記載をした。これに基づいた申告は１件あった。 

 

（４）督促はがきの発送 

提出締め切り前に、未返送者に対して督促はがきを送付した。 

 

■督促はがき 
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（５）督促調査票の発送 

提出期限の締め切り後に、督促調査票を送付することで再度協力依頼を行った。 

封入書類は以下の通り。 

① 調査票 

② 返信用封筒 

※ 調査票は、督促用に再度作成した。冒頭

のあいさつ文や提出期限を変更し、用紙は

ピュアピンク色を使用した。（初回発送時

はクリーム色） 

※ 調査票の種類（ＡまたはＢ）及び返信用

封筒の宛先は、初回発送時と同一にした。 

 

（６）謝礼の発送 

調査終了後の３月下旬に、調査票の返信があった対象者へ謝礼（500 円相当図書カード）を

送付した。 

※ 面接調査では、面接後に調査員から 500 円相当図書カードを手渡ししている。 

 

 

◎ 25 年度郵送調査の手順からの変更点 

 

（ⅰ）実査期間 

督促調査票の投函期限について、督促調査票を発送した日から 11 日後（25 年度郵送調査は

６日後）とし、それに伴い調査票の最終締め切りも３月 16 日（月）まで（25 年度郵送調査は

３月 10 日（月）まで）延長した。 

 

（ⅱ）督促はがきの文面 

25 年度郵送調査では、督促はがきの文面について、協力の感謝を伝える文面（パターンＡ）

と協力の依頼を伝える文面（パターンＢ）の２パターンを作成して、サンプル番号が偶数か奇

数かに応じて振り分けて送付したが、その結果、パターンＢの方がより多くの回収が得られた

ことから、26年度郵送調査においては協力の依頼を伝える文面に統一して送付した。 

 

（ⅲ）調査票の返信先 

調査票の返信先の違いによって返信率に違いが生じるかどうかを検証するため、26年度郵送

調査においては、サンプル番号が「偶数」の対象者には『内閣府宛ての返信用封筒』を、「奇

数」の対象者には『調査会社宛ての返信用封筒』を封入した。 

  


